七月の短歌


夏の旅に欠かせぬ古きこの帽子　　　　　　岩本ひろこ
　　　蔵並び立つ梅雨明の街に


麦秋といふはなつかし斐川野は　　　　　　岡　恵美子
　　　初夏の光りに輝きてあり


厨から窓越しに見るゆうすげは　　　　　　山﨑　幸代
　　　夕陽を添えて癒しくれたり


朱鷺飛ぶを出雲の空に夢馳せて　　　　　　原　　敬子
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